
 

（様式２） 

母子・父子自立支援プログラム 
 

ケースNo. 面接日時 令和６年 １１ 月 １１ 日 （ 月 ） （ １３：００～１４：００ ） 

NO.12345 面接者名 〇〇 〇〇 申込形態 
■来所  □電話  □紹介（     ） 

□その他（       ） 

氏  名 守口 花子（モリグチ ハナコ） 生年月日  昭和５５年 ５月 ９日  （満 ４４ 歳） 

現 住 所 〒５７０－〇〇〇〇 守口市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

住民登録地 〒５７０－△△△△ 守口市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

本籍地 〒５７３－×××× 枚方市・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

相談経路 

■本人 

■友人の紹介 

□家族・親族の紹介 

□当事者団体の紹介 

□警察・病院の紹介 

□福祉関連機関・施設の紹介 

□その他 

 

（具体的に：守口市役所のホームページ   ） 

（具体的に：               ） 

（具体的に：               ） 

（具体的に：               ） 

（具体的に：               ） 

（具体的に：               ） 

福祉サービス

利用歴 
特になし 

問題の進展・

来所に至る 

経緯 

年月日 で き ご と 

令和6年12月2日 

今まで、飲食業の販売員としてパート社員で勤務していた。 

子どもたち二人が中学生となり、あまり手がかからなくなったので、 

そろそろ手に職をつけて本格的に働きたいと考えている。 

自立支援教育訓練給付金制度を活用したい。 

前夫（前妻）と

の関係・養育

費 

■連絡有り （ 定期 ・ 不定期     □連絡無し 

 

養育費の支払い       ■有り    □無し（理由              ） 

 

養育費の支払い請求の経験  ■有り    □無し（理由              ） 

負 債 状 況 特になし 

家計の状況 

中学生の子ども二人と合わせて、三人で暮らしている。 

養育費、二人の児童手当等と合わせてパート収入だけで何とかやりくりしているが、生活はぎり

ぎりの状態である。 

 

 

 

記 入 例 



 相 談 者 面 接 者 

生活歴・現在

の生活状況 
生活保護までは考えていないが、苦しい状況 〇〇 〇〇 

子育て・保育

の 状 況 

中学３年生と中学１年生の姉妹 

あまり手がかからなくなってきた。 
〇〇 〇〇 

健康状態（家

族等も含む） 
３人とも健康。 〇〇 〇〇 

職歴・資格等 

主な職歴（勤続経験が長いもの）  

製造業、飲食業の正社員として勤務 

 

 

主な転職理由  

子どもたちが幼かったため、途中、正社員からパート社員に変わり勤務 

（子どもたちが寂しがったため） 
 

本人が「自分にとって向いていた」と考える職業とその理由  

 

看護師のような福祉系で直接人のお役に立てるような仕事 

理由：達成感、やりがいを感じるため 

本人が「自分にとって不向きだった」と考える職業とその理由  

 

同じような作業を繰り返す仕事は、苦手 

理由：単純作業の繰り返しだと疲労感が増す 

 

本人が有する資格・免許等  

運転免許証  

現在の職業 

職種、仕事の内容  

食品スーパーのパート販売員として、勤務 

 
 

雇用形態・給与  

 パート社員  給与：約12万円/月  

勤務時間・処遇等  

勤務時間：10：00～16：00(6時間勤務/日) 

勤務日：月～金（5日/週） 
 

勤務年数  

４年１か月 

 
 

その他  

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 



相談内容・今後望むこと 面接者の見解 

主

訴 

今まで、飲食業の販売員としてパート社員で勤務し

ていた。 

子どもたち二人が中学生となり、あまり手がかから

なくなったので、今後は看護師資格を取得し、病院で

正社員として働きたいと考えている。 

まずは、准看護師資格取得のための養成学校で学び、

手に職をつけたい。 

自立支教育援訓練給付金制度を活用したい。 

 

 

相談内容・今後望むこと 面接者の見解 

健
康
に
つ
い

て  

 

家族は全員健康であり、特に問題なし。 

 

 

生
活
・
住
居

に
つ
い
て 

 

現在の住居は、子どもたちが成長していくと 

だんだん手狭になってきている。 

 

 

子
育
て
・
保

育
に
つ
い
て 

 

これから、高校、大学（子どもの希望による）進学 

すると、まだまだ学費がかかる。 

 

収
入
に
つ
い

て  

現在のパート収入だけでは、心もとない。 

看護師資格取得を活かした職に就くことで、収入を

増やしていきたい。 

 

養
育
に
つ
い

て  

今は、元夫から二人分(４万円)をもらっているが、 

約束した通りこれからも貰えるか少し心配してい

る。 

 

仕
事
に
つ
い

て  

まず、准看護婦資格を取得後、病院で勤務しながら 

正看護師資格取得を目指していきたい。 

 

そ
の
他 

 

特になし。 

 

自立目標 

 

まず、准看護師資格取得をした後は看護師として病院勤務していきたい。 

病院勤務しながら、看護師資格取得を目指し、看護師責任者（リーダー）として 

勤務していきたい。 

自立・就労に対する阻害要因 支援方策 

 

准看護師の資格取得のために養成講座に行きながら、 

就労するのは大変（特に経済的な面で） 

 

 

  

 

 



 

経 過 記 録 

年 月 日 内  容 評価・助言内容 

   

   

   

   

   

   

   

   

 


